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改憲ストップに向けて
3000万人署名の意義を
訴える西弁護士＝10
日、保険医会館

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

西
晃
氏　

９
条
加
憲
で
徴
兵
制
の
危
険
に
警
鐘

３
千
万
署
名
で
改
憲
阻
止
を

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

 

午
前
： 

患
者
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含

む
）

　
　
　

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

午
前
： 

水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

 

助
手
編
７
千
円
、
衛
生
士
編
８
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
配
布
。『
修
了
証
』
を
発
行

し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

５
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

石
垣
尚
一
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
口
腔
補

綴
科
外
来
医
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

顔
面
痛
に
つ
い
て
（
仮
題
）

５
月
度
生
涯
研
修

日
時　

４
月
30
日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時

集
合　

南
海
高
野
線
「
白
鷺
」
駅
改
札
付
近　

順
路　

 

白
鷺
駅
↓
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
↓
百
舌
鳥
八
幡
宮
↓
御

陵
山
古
墳
↓
い
た
す
け
古
墳
↓
Ｊ
Ｒ
「
百
舌
鳥
」
駅

（
約
５
キ
ロ
）

会
費　

会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

解
散　

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
百
舌
鳥
」
駅
（
午
後
１
時
頃
）

案
内　

堺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
ガ
イ
ド

※
終
了
後
、
有
志
で
懇
親
会
を
開
き
ま
す
（
参
加
費
：
実
費
）

堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
〜
世
界
遺
産
に
な
る
前
の
百
舌

鳥
古
墳
群
を
め
ぐ
る
〜

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
・
泉
州
地
区

日
時　

４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

田
中
昌
博
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
有
歯
補
綴
咬
合
学
教

授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

新
た
に
保
険
適
用
に
な
っ
た
３
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ

（
高
強
度
硬
質
レ
ジ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
）
の
臨
床

４
月
度
生
涯
研
修

憲法学習会
　

神
社
仏
閣
に
心
惹
か
れ
る

者
は
多
い
。
そ
の
魅
力
は
、

世
界
に
も
通
用
す
る
ら
し

く
、
世
界
一
の
閲
覧
数
を
誇

る
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト
「
ト

　

天
照
大
神
高
座
神
社
は
、

八
尾
市
南
東
部
、
大
阪
府
と

奈
良
県
の
県
境
に
あ
る
高
安

山
の
中
腹
に
位
置
す
る
。
創

が
道
沿
い
に
続
き
、
神
聖
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

る
。

　

境
内
は
山
と
一
体
に
な
っ

て
お
り
、
壮
大
な
自
然
を
感

じ
さ
せ
る
。
祭
殿
の
横
に
は

「
白
飯
之
滝
」
が
流
れ
て
お

り
、
と
て
も
清
々
し
い
。

　

よ
う
や
く
春
ら
し
い
気
温

に
な
り
、
出
歩
く
に
は
ち
ょ

う
ど
い
い
季
節
だ
。
日
常
の

喧
騒
か
ら
離
れ
、
自
然
に
囲

ま
れ
た
美
し
い
神
社
に
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

 

（
新
聞
部
・
矢
部
あ
づ
さ
）

９
年
）
に
伊
勢
国
（
現
在
の

三
重
県
）
か
ら
高
安
山
に
遷

座
し
て
き
た
と
い
う
説
が
有

力
で
あ
る
。

の
昔
か
ら
日
本
人
が
信
仰
し

て
き
た
巨
岩
信
仰
の
流
れ
を

く
む
も
の
で
あ
り
、
歴
史
あ

る
神
社
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

祭
神
は
、「
天
照
大
神
」

と
「
高た

か
み
む
す
び
の
か
み

皇
産
霊
神
」。
神
社

と
祭
神
の
名
を
記
す
神
名
帳

の
中
で
「
天
照
大
神
」
と
名

付
け
ら
れ
た
神
社
は
こ
こ
だ

　

巨
岩
の
上
に
鎮
座
す
る
本

殿
が
神
社
の
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。
こ
の
造
り
は
、
太
古

建
経
緯
は
定
か
で
は
な
い

が
、
お
よ
そ
１
５
０
０
年

前
、
雄
略
天
皇
23
年
（
４
７

け
と
の
こ
と
だ
。

　

神
社
は
、
同
じ
敷
地
内
で

岩
戸
神
社
と
隣
接
し
て
お

り
、
境
内
の
境
界
線
も
非
常

に
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
初
め

て
参
拝
す
る
際
に
は
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ふ
た
つ

の
神
社
を
巡
っ
て
し
ま
う
の

で
注
意
が
必
要
だ
。

　

ア
ク
セ
ス
は
、
近
鉄
「
信

貴
山
口
」
駅
か
ら
南
方
に
歩

い
て
20
分
程
度
。
神
社
ま
で

の
山
道
は
、
折
り
重
な
っ
た

木
々
の
隙
間
か
ら
木
漏
れ
日

が
射
し
込
み
、
渓
流
の
音
が

心
地
よ
い
。
苔
生
し
た
地
蔵

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

外
国
人
が
選
ぶ
日
本
の
人
気

観
光
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

に
は
、
多
く
の
寺
社
が
名
を

連
ね
て
い
る
。

安
倍
政
権
が
退
陣
す
れ
ば
現

在
の
改
憲
計
画
は
潰
え
る
と

述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
、
安
倍
首
相
の

９
条
加
憲
論
に
言
及
し
た
。

首
相
は
９
条
の
戦
争
放
棄
と

戦
力
不
保
持
を
維
持
す
る
こ

と
を
強
調
し
、「
自
衛
隊
の

存
在
を
明
記
す
る
だ
け
で
あ

り
、
役
割
は
変
わ
ら
な
い
」

と
説
明
し
て
い
る
が
、
西
氏

は
「
国
の
在
り
方
が
根
底
か

ら
変
化
す
る
」
と
批
判
し

た
。

　

自
衛
隊
を
憲
法
に
位
置
付

け
る
と
何
が
変
わ
る
の
か
。

　

安
倍
政
権
が
今
秋
の
改
憲

発
議
を
め
ざ
す
な
か
、
全
国

で
取
り
組
ん
で
い
る
９
条
改

憲
反
対
の
「
３
０
０
０
万
人

署
名
」
を
推
進
し
よ
う
と
協

会
は
10
日
、
大
阪
弁
護
士
会

憲
法
問
題
特
別
委
員
会
委
員

長
の
西
晃
氏
（
協
会
顧
問
弁

護
士
）
を
講
師
に
憲
法
学
習

会
を
保
険
医
会
館
で
開
い

た
。

　

西
氏
は
冒
頭
、
森
友
学
園

を
巡
る
決
済
文
書
の
改
ざ
ん

問
題
を
取
り
上
げ
、「
内
閣

総
辞
職
に
相
当
す
る
極
め
て

深
刻
な
事
態
だ
」
と
指
摘
。

法
律
に
は
後
に
で
き
た
条
文

を
優
先
す
る
原
則
が
あ
り
、

前
項
が
空
文
化
す
る
と
し
、

「
海
外
で
の
武
力
行
使
を
認

め
た
安
保
法
の
違
憲
性
が
問

え
な
く
な
る
」
と
話
し
た
。

　

徴
兵
制
の
合
憲
化
に
も
道

を
開
く
と
述
べ
、「
こ
れ
ま

で
は
18
条
が
禁
止
す
る
『
苦

役
』
に
当
た
る
こ
と
や
、
13

条
の
『
公
共
の
福
祉
』
に
適

合
し
な
い
こ
と
か
ら
違
憲
と

さ
れ
て
き
た
。
自
衛
隊
が
憲

法
上
の
存
在
に
な
れ
ば
、
人

権
を
一
定
制
限
し
て
兵
役
を

課
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
説

明
。
さ
ら
に
、
有
事
に
お
け

る
医
師
・
歯
科
医
師
の
徴
用

拒
否
に
罰
則
が
設
け
ら
れ
る

危
険
性
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

　

最
後
に
、「
発
議
を
阻
止

す
る
に
は
、
改
憲
派
に
国
民

投
票
で
勝
て
な
い
と
思
わ
せ

る
こ
と
が
大
切
。
世
論
調
査

を
分
析
す
る
と
、
加
憲
賛
成

派
は
２
７
０
０
万
〜
２
８
０

０
万
人
ほ
ど
。
改
憲
ス
ト
ッ

プ
に
は
３
０
０
０
万
人
署
名

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
尽
き

る
」
と
訴
え
、
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

住
民
運
動
の
歴
史
に
も
ふ
れ

て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

７
年
経
過
し
た
今
も
福
島
で

は
問
題
が
山
積
し
て
い
る
と

報
告
し
、
福
島
大
学
が
行
っ

た
双
葉
郡
住
民
実
態
調
査
の

結
果
を
紹
介
し
た
。
伊
東
氏

は
、
調
査
結
果
か
ら
、
未
だ

に
無
職
が
多
く
、
生
活
の
困

り
ご
と
に
、
53
・
４
％
が
健

康
と
介
護
を
挙
げ
る
な
ど
、

住
民
の
不
安
は
非
常
に
大
き

い
と
指
摘
。
生
活
再
建
と
故

郷
復
興
へ
の
対
策
が
急
務
だ

と
強
調
し
た
。

　

集
会
で
は
、
国
と
東
電
の

責
任
追
及
、
被
災
者
と
の
連

帯
な
ど
全
国
的
な
取
り
組
み

へ
の
結
集
を
呼
び
掛
け
、
一

大
電
力
消
費
地
で
あ
る
大
阪

で
関
西
電
力
に
対
す
る
草
の

根
の
運
動
を
強
め
て
い
こ
う

と
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
確
認

し
た
。

　

集
会
終
了
後
、
参
加
者

は
、
原
発
ゼ
ロ
社
会
の
実
現

を
求
め
て
、
関
西
電
力
の
筆

頭
株
主
で
あ
る
大
阪
市
役
所

ま
で
パ
レ
ー
ド
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら
７
年
。
協

会
が
加
盟
す
る
原
発
ゼ
ロ
の

会
大
阪
は
10
日
、
大
阪
市
内

で
「
な
く
せ
原
発
！
再
稼
働

は
ん
た
い
！
大
集
会
」
を
開

催
し
、
府
内
外
か
ら
４
７
０

人
が
集
ま
っ
た
。

　

集
会
で
は
、
原
発
問
題
住

民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー

筆
頭
代
表
委
員
の
伊
東
達
也

氏
が
、「
福
島
の
い
ま
と
原

発
住
民
運
動
の
課
題
〜
原
発

巨
岩
の
上
に
鎮
座
す
る
本
殿

295

天天あ
ま
て
ら
す

あ
ま
て
ら
す照照

大大お
お
み
か
み

お
お
み
か
み神神

高高た
か
た
か

座座く
ら
く
ら

神神じ
ん
じ
ん

社社じ
ゃ
じ
ゃ

巨
岩
信
仰
の
歴
史
示
す
本
殿

　

ブ
ラ
ッ
ク
歯
科
医
は
こ
こ

で
見
抜
け
ま
す
／
女
性
セ
ブ

ン
３
月
８
日
号

　

激
安
ア
ピ
ー
ル
、
や
た
ら

と
抜
歯
を
勧
め
る
―
。
儲
け

主
義
の
ブ
ラ
ッ
ク
歯
科
医
の

見
抜
き
方
と
題
し
、
特
集
を

掲
載
。
一
部
の
事
例
を
引
き

合
い
に
患
者
の
不
安
を
煽
っ

て
い
る
。 歯科歯科

拾拾拾 読読読いいい みみみ

憲法を守り生かす署名
（3000万人署名）　　　

返信は協会へ

原発のない社会の実現を
原発ゼロの会が大阪集会

歯科医師・スタッフの求人募集は
大阪府歯科保険医協会

お問合せ　協会新聞部
 06-6568-7731

検索⬅⬅


